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平成２０年度 歯科保健活動助成交付事業報告書抄録 

１．事業名：「小学校における食育と歯の健康づくりを中心とした健康づくりモデル事業」 

２．申請者名：社団法人長野県歯科医師会 会長 一 志 忠 廣  

３．実施組織：長野県歯科医師会、小学校における食育と歯の健康を推進する会賛同校(モデル実践校) 

４．事業の概要： 
（１） 「小学校における食育と歯の健康を中心とした健康づくりを推進する会」モデル実践校取り組み

（「噛むことの重要性に関する授業」、教材「かみかみセンサー」を使った体験学習） 

（２） 事業実施報告会・意見交換会の開催    

（３） 事業実施報告書の作成 
５．事業の内容： 
 （１）打合せ会の開催（5回開催） 

（２）モデル実践校を募集（10月1日に県内小学校を対象に公募し、11校を決定） 
モデル実践校一覧：小海町立北牧小学校、佐久穂町立佐久西小学校、小諸市立水明小学校、 

上田市立浦里小学校、安曇野市立穂高西小学校、諏訪市立四賀小学校、駒ヶ根市立赤穂南小学校、 

辰野町立辰野東小学校、大町市立八坂小学校、大鹿村立大鹿小学校、 

喬木村立喬木第二小学校（順不同） 
（３）モデル実践校への事業実施説明会の開催（2回開催） 
（４）モデル実践校での事業実施（平成20年11月1日～21年1月31日） 

１）噛むことの重要性に関する授業 
２）教材「かみかみセンサー」を使った体験学習（10日間） 

（５）事業実施報告会・意見交換会の開催（1回） 
日時 平成21年1月29日（木） 場所 松本市音楽文化ホール 参加者 85名  

（６）事業報告書の作成 ５００部   
６．実施後の評価（今後の課題）： 

平成19年度に駒ヶ根市立赤穂南小学校から情報発信を図った「小学校における食育と歯の健康づくり」

の取り組みは、平成20年度に11校に発展した。 
事業実施説明会において、モデル実践校の養護教諭等と事業趣旨、実施方法、留意点などについて話し

合いを行ったので、児童や保護者にもそれほど混乱もなく受け入れられて、予想以上に熱心に取り組んだ

学校もあった。 
事業実施報告会・意見交換会には、11 校のモデル校以外から参加者があり教育・食育・歯科関係者が約

85名出席した。モデル実践校以外の出席者からも、新たに次年度取り組みたいという発言もあり関心の高

さが伺えた。 
しかし、取り組みの本質を理解していただくには、もう少し掘り下げた説明が必要であるということや、

学校内でこども達に関わる人々が、それぞれの立場で協力をする体制の確立が必要である事を再認識して

いただく必要性も感じられた。 
モデル実践校の取り組みの更なる内容の充実と、熱心な取り組みをしている地域と関心の薄い地域との

偏りの解消も今後の課題である。  

 


